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平成３１年１月２３日 

議会運営委員会の概要 

 

 

１ ２月定例会の招集見通しについて 

・総務部長から、２月定例会は２月１９日（火）に招集の見通しである旨説明があった。 

 

２ ２月定例会の会期と日程（見込み）について 

・議事調査課長から、２月定例会の会期は２月１９日（火）から３月１４日（木）まで

の２４日間の見込みであり、会期中の本会議、委員会の開催は別紙「２月定例会日程

(見込み)」のとおりである旨説明がなされた。また、「２月定例会日程（見込み）」に

ついて、ホームページで公表したい旨説明があり了承された。 

 

３ その他 

（１）予算内示会の開催について 

 ・総務部長から、予算の内示会を次回の議会運営委員会（２月１５日（金））の終了後

に開催したい旨説明があり、了承された。 

 

（２）警察職員に対する懲戒処分について 

 ・警察本部長から、別紙「警察職員に対する懲戒処分について」により説明があり、陳

謝がなされた。 

 

【発言概要、質疑等】 

（島津 委員） 警察官でありながら飲酒運転したというのは許しがたい。被処分者の氏名が公

表できないのはなぜか。 

    ⇒（警察本部長）懲戒処分の発表については職員のプライバシー保護の観点から個人が

識別されない内容とするのが原則であり、これまでもそのような取扱いとしている。 

（島津 委員） 先ほどの再発防止策に職員の隅々まで浸透させるとあった。プライバシーも大

事だが、（再発防止の）効果を考えれば、甘いのではないか。 

⇒（警察本部長）懲戒処分の発表については個人が識別されないようにするのが原則と
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されており、当県警でも客観性、公平性の原則に沿って対応した。再発防止が大きな課

題であり、車を飲酒場所に持ち込まないことについて組織を挙げて取り組む。また、長

時間にわたり飲酒していたことから、節度ある飲酒についても全力で取り組みたい。 

（島津 委員） 名前が公表されないことで甘えがあるのではないか。再発防止策を徹底してほ

しい。 

（後藤 委員） ここ数年の警察職員による飲酒運転事案の状況はどうか。 

⇒（警察本部長）10年間で３件の酒気帯び運転の事例がある。平成 21年４月に山形市

内で酒気帯び運転で物損事故を起こし、そのことを報告しなかったとして、21年６月 21

日に免職となった事例、21年７月８日に山形市内で酒気帯び運転し物損事故を起こし現

行犯逮捕され、７月 17日に免職となった事例、21年８月 25日に非常召集を受けた職員

が警察署まで酒気帯び運転し、21年９月に停職６月となった事例である。 

 

（３）拉致問題に関する署名活動への対応について 

【発言概要、質疑等】 

（森谷 委員） 知事の記者会見で質問があったが、山形市役所で行われた拉致問題に関する署

名活動について、県に署名活動への賛同を求めたが、記者会見では知事の手元には来て

いないとのことだったが、今は知事のところに届いているのか。 

    ⇒（総務部長）観光文化スポーツ部が所管となるが、所管部局に連絡があり、日程調整

中で、近日中に県庁に来庁いただきお話を伺い、署名活動を行っていくことになるもの

と承知している。 

（森谷 委員） 了解した。県としても対応願いたい。署名活動は病院事業局なども含めて行わ

れるのか。 

    ⇒（総務部長）今後、お話を伺い検討することになるが、北朝鮮による日本人の拉致は、

国を挙げて取り組んでいることでもあり、県職員一人一人からも、国民の立場で広く賛

同を求めることになるものと、私の立場では考えている。 

（今井 委員） 長い間、議連（北朝鮮に拉致された国民を救出する山形県議会議員連盟）の会

長していた。今は志田議長が会長となっているが、署名活動の代表者が私のところに来

て、山形市でやったので県でもぜひお願いしたいと話があったので会長に話をしたら、

受け付けは難しいといわれたと私は聞いている。知事が聞いていないというのはおかし

い。総務部の処理が悪かったのではないか。 

    ⇒（総務部長）記者会見の時点では、知事は承知していなかった。所管の観光文化ス
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ポーツ部も一部報道があり、取材があるまで承知していなかったもの。途中で行き違い

があったかもしれないが、承知した後は、連絡を取って日程調整をさせていただいてお

り、近日中にお越しいただき、県としては基本的にお受けする方向で検討させていただ

くことになると考えている。 

（今井 委員） 時間がだいぶ過ぎている。事務処理がどこでつかえたのか。そういうことのな

いようにしてほしい。 

    ⇒（総務部長）報道で承知するまで行き違いがあった。今後は、県として所管課を設け

て取り組んでいることでもあり、県として積極的に協力して進めていきたい。 

（今井 委員） 知事に（情報が）上がらず途中でストップしたのは、役所としておかしいので

はないか。記者会見がなければ表に出ず、うやむやになったかもしれない。この件に限

らず、事務処理の連携を図ってほしい。 

（阿部（昇） 委員） 山形市で決めたことについて、市長会、町村会などで決めたあとに県に

あげるのが慣例だと思うが、なぜいきなり県に来たのか。誰か承知しているか。 

    ⇒（総務部長）今回は山形市でやられたからではなく、県に対して署名運動を求めてい

る人がいるということで承知したということ。承知した後は連絡を取り合って進めてい

る。 

（阿部（昇） 委員） できれば全市町村でやれればよいと思う。 

（今井 委員） 宮城県ではすでに行われているから山形県でもどうかということで、そのあと

山形にきたもの。全市町村でやってからという話ではない。 

 

４ 次回議運開催日時 

  ２月１５日（金） 午前１０時 



議 会 運 営 委 員 会 協 議 事 項  

 

平成 31 年１月 23 日（水） 

午 前 10 時  

 

 

１ ２月定例会の招集見通しについて 

 

２ ２月定例会の会期と日程（見込み）について 

 

３ その他 

 

４ 次回議運開催日時 

  ２月 15 日（金）午前 10 時 

 

 

 



会期：２月19日（火）～３月14日（木）〔24日間〕  　　　 　     　　　　　〔平成31年１月23日現在〕

曜

  会派協議会 ※ 午前９時３０分 議長応接室

議会運営委員会 午前１０時 議会運営委員会室

本会議（開会、平成30年度議案及び平成31年度議案上程、
　      知事説明、平成30年度議案各常任委員会付託）

議会運営委員会終了後 議場

２０日 水 議案説明会 午前１０時 予算特別委員会室

２１日 木 各常任委員会 午前１０時 各委員会室

  会派協議会 ※ 午前９時３０分 議長応接室

議会運営委員会 午前１０時 議会運営委員会室

本会議（各常任委員長報告、採決） 議会運営委員会終了後 議場

２３日 土 （休日） － －

　 ２４日 日 （休日） － －

２５日 月 本会議（代表質問） 午前１０時 議場

２６日 火 本会議（一般質問） 午前１０時 議場

２７日 水 本会議（一般質問） 午前１０時 議場

２８日 木 （議案調査日） － －

３月 １日 金 予算特別委員会 午前１０時 予算特別委員会室

２日 土 （休日） － －

　 ３日 日 （休日） － －

４日 月 予算特別委員会 午前１０時 予算特別委員会室

５日 火 予算特別委員会 午前１０時 予算特別委員会室

　会派協議会 ※ 午前９時３０分 議長応接室

議会運営委員会 午前１０時 議会運営委員会室

本会議（予算特別委員長報告、
　      平成31年度議案・請願各常任委員会付託）

議会運営委員会終了後 議場

　各常任委員会における意見調整 ※ 本会議終了後 各委員会室

７日 木 各常任委員会 午前１０時 各委員会室

８日 金 各常任委員会 午前１０時 各委員会室

９日 土 （休日） － －

　 １０日 日 （休日） － －

１１日 月 各常任委員会 午前１０時 各委員会室

１２日 火 各特別委員会 午前１０時 各委員会室

　会派協議会 ※ 午前９時３０分 議長応接室

議会運営委員会 午前１０時 議会運営委員会室

本会議（各常任委員長報告、採決、繰越明許費議案上程、
　      知事説明、関係常任委員会付託、特別委員長報告）

議会運営委員会終了後 議場

関係常任委員会 本会議終了後 関係委員会室

　会派協議会 ※ 午前９時３０分 議長応接室

議会運営委員会 午前１０時 議会運営委員会室

本会議（関係常任委員長報告、採決、閉会） 議会運営委員会終了後 議場

 注１）※の会議等は非公開となります。

 注２）上記日程は平成31年１月23日現在のものであり、日程の追加や変更がなされる場合がありますので十分ご留意願います。

１３日 水

１４日 木

金

６日 水

平成31年 山形県議会２月定例会日程（見込み）

月　　日 議　　会　　日　　程 開　 始　 時 　刻 会　　　場

２月 １９日 火

２２日



平成31年１月23日

山形県警察本部

警察職員に対する懲戒処分について

１ 被処分者

警察署 巡査部長 20歳代 男性

２ 処分月日及び処分内容

平成31年１月17日 停職３月

※ 辞職願いを受け、同日付けで辞職承認

３ 処分の理由

被処分者が、平成30年12月15日午前２時ころ、南陽市内の路上において、

酒気を帯びて、普通乗用自動車を運転したため。

※ 平成31年１月17日付けで、山形地検米沢支部に送致

４ 事案の概要

被処分者は、飲酒場所へ車を持ち込んで深夜まで長時間にわたって飲酒し

た後、運転代行業者に自宅までの運転代行を依頼したが、自宅直近でこれを

中断させ、酒気を帯びながら自ら自宅まで運転したもの。

５ 再発防止対策

本事案の反省教訓を踏まえ、改めて「飲酒場所に車を持ち込まないこと」

と「節度ある飲酒」を徹底するための本部長通達を全所属に発出し、先の署

長会議をはじめ、あらゆる機会を通じて組織の隅々まで浸透させ、再発防止

に万全を期す。


